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今
月
の
表
紙
は
、
１
２
月
２
日
に
本
格
運
行
を
開
始
し
た
町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
コ
ス
モ
」
の
出
発
式
で
す
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
は
、
左
か
ら
安
田
議
会
議
長
、
酒
森
町
長
、
尾
藤
行
政
区
長
連
絡

協
議
会
長
で
す
。
氷
点
下
の
早
朝
、
コ
ス
ピ
ー
も
か
け
つ
け
て
花
を
添
え
ま
し
た
。

コ
ス
モ
が
便
利
で
快
適
な
公
共
交
通
と
し
て
、
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
な
が
ら
笑
顔

あ
ふ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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町
民
の
皆
さ
ま
、新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
　

　
本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
と
協
働
の
町
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、お
力
添
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、

依
然
、
猛
威
を
振
る
っ
た
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
感
染
抑

制
と
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
実

施
な
ど
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
業
関
係
で
は
、
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
非
常
に
厳

し
い
一
年
と
な
り
、
特
に
酪
農
に
お
い
て
は
、
消
費
低
迷
に
伴
う

生
乳
の
生
産
抑
制
や
個
体
価
格
の
下
落
な
ど
、
未
曾
有
の
苦
境
に

さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
生
乳
の
減
産
や
畑
作
物
に
対
す

る
支
援
措
置
の
見
直
し
、
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
な
ど
逆
風
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
生
産
基
盤
の
維
持
と
持
続
性
の
高
い
地
域
農
業

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
関
係
で
は
、
秋
さ
け
定
置
網
漁
や
主
力
魚
種
の
不
振
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
港
に
活
気
が
戻
る
よ
う
、
生
産
基
盤
の
整
備
や

水
産
資
源
の
回
復
、
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
へ
の
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
関
係
で
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
国
際
的
な
脱
炭
素
の
流

れ
を
契
機
に
、
国
産
材
の
価
値
や
森
林
・
林
業
の
重
要
性
が
い
っ

そ
う
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
多
面
的
機
能
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
業
関
係
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め
、
原
油
高
や
急
速

な
円
安
の
影
響
な
ど
、経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
地
域
経
済
対
策
に
取
り
組
み
、商
工
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
関
係
で
は
、
昨
年
４
月
に
認
定
こ
ど
も
園
た
い
き
が
開
所
し
、
開
放

感
あ
ふ
れ
る
広
々
と
し
た
園
舎
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　
教
育
関
係
で
は
、
大
樹
高
校
の
令
和
５
年
度
募
集
学
級
数
が
、
再
び
１
学
級
編
成

と
な
る
間
口
削
減
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
令
和
６
年
度
か
ら
普
通
科
新
学
科

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
域
に
根
ざ
し
た

大
切
な
高
校
を
守
る
た
め
、
地
域
の
教
育
資
源
を
有
効
活
用
し
て
大
樹
高
校
の
魅
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
各
種
大
会
で
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
北
京
五
輪
で
は
、
堀
川
桃
香
さ
ん
が
自
己
記
録
を
更
新
す

る
な
ど
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
春
に
は
新
た
な
町
民

プ
ー
ル
が
完
成
す
る
な
ど
、
町
民
皆
さ
ま
の
健
康
や
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
航
空
宇
宙
関
係
で
は
、
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
整
備
事
業
の
第
１
期
計
画
で
あ

る
Ｌ
Ｃ
―

１
射
場
整
備
お
よ
び
滑
走
路
延
伸
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、

国
の
交
付
金
と
、
管
内
は
も
と
よ
り
全
道
・
全
国
の
多
く
の
企
業
か
ら
の
寄
附
金
を

財
源
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
オ
ー
ル
北
海
道
で
、
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー

ト
の
整
備
推
進
と
宇
宙
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
形
成
を
目
指
し
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
５
月
、防
災
拠
点
機
能
を
備
え
た
役
場
新
庁
舎
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
の
工
事
が
完
了
す
る
８
月
ま
で
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
飛
躍
の
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
樹
町
長酒 

森 

正 

人

飛躍の年に
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
心
穏
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
地
域
産
業
や
経
済
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
原
材
料
費
の

高
騰
や
円
安
に
よ
る
輸
入
物
価
上
昇
を
受
け
、
値
上
げ
の
動
き
が

広
が
り
、
私
た
ち
の
生
活
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　
商
業
、
農
業
関
係
は
、
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
特
に
酪
農
に
お
い
て
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
生
産
余
剰
を
受
け
、
生
乳
の
生
産
抑
制
や
個
体
価
格
の

下
落
な
ど
、
類
の
な
い
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
町
の
基
幹
産
業

と
し
て
引
き
続
き
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
水
産
関
係
で
は
、
大
宗
漁
業
で
あ
る
秋
さ
け
漁
が
六
年

連
続
の
不
漁
と
な
り
、
非
常
に
厳
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
こ
そ
、
漁
業
模
様
が
回
復
し
、
一
日
も
早
く
港
に
活
気
が
戻
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
航
空
宇
宙
関
係
で
は
、
新
た
な
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
と
滑
走
路
延
伸

工
事
が
着
工
し
、
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
構
想
に
と
っ
て
、
大

き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
宇
宙
産
業
の
起
点
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
関
係
で
は
、
北
海
道
高
等
学
校
配
置
計
画
に
お
い
て
大
樹

高
校
が
一
間
口
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
大
樹
町
議
会
で
は
令
和

４
年
９
月
の
定
例
会
で「
大
樹
高
等
学
校
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
進
学
志
望
者
が
減
り

続
け
れ
ば
再
編
整
備
の
対
象
と
な
り
、
再
編
整
備
と
な
れ
ば
町
の
衰
退
、
地
域
経
済

へ
の
影
響
も
計
り
し
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
大
樹
高
校
の
永
続
的
な
存
続
に
向
け
調
査

研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
大
樹
高
校
の
存
置
に
関
す
る
町
の
施
策
を

後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
新
年
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
大
樹
町
出
身
の
堀
川
桃
香
さ
ん
が
北
京
五
輪

に
出
場
す
る
と
い
う
快
挙
に
町
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
初
出
場
な
が
ら

堂
々
と
し
た
滑
り
で
自
己
ベ
ス
ト
を
記
録
し
、
多
く
の
方
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
３
年
後
の
五
輪
を
目
指
し
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
関
係
で
は
、
役
場
新
庁
舎
３
階
に
新
し
い
議
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
新
議
場

と
展
望
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
大
樹
町
の
街
並
み
と
日
高
山
脈
が
一
望
で
き
、
ま
た
、
待

望
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
配
備
さ
れ
、
議
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
議
会
の
傍
聴
は
も
と
よ
り
、
ぜ
ひ
と
も
気
軽
に
議
会
へ

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
９
月
の
定
例
会
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
議
会
中
継
の
配
信
と
録
画
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。
よ
り
多
く
皆
さ
ま
に
議
会

の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き
、
議
会
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
議
員
に
残
さ
れ
た
任
期
は
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
が
議
会
の
使
命
と
責
任
を
認
識
し
、

議
員
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
議
会
の

改
革
・
活
性
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
持
続
性
の
高
い
、
住
民
本
位
の
行
財
政
運
営
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
議
会
の
持
つ
権
能
を
最
大
限
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
大
樹
町
議
会
に
対
し
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
新
し
い
年
が
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
、

お
一
人
お
ひ
と
り
の
笑
顔
が
輝
き
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
樹
町
議
会
議
長

安 

田 

清 

之

幸多き
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　１１月２５日、Ｂ＆Ｇ海洋センターに北海道コンサドーレ札幌の金子拓郎選手と中島大
たい

嘉
か

選手、河合竜二
リレーションズチームキャプテンが訪れ、サッカー少年団に指導を行いました。基礎練習の後に行われた
コンサチーム３人 VS 学年ごとで対決したハンディ付きミニゲームでは、プロの素早い足技に圧倒されな
がらも果敢に攻め込み、ゴールを奪って歓喜に沸きました。
　キーパーのナイスセーブに本気で悔しがるサービス精神旺盛の中島
選手や、強烈なゴールを決めるカッコイイ金子選手から上達のヒント
を得ようと、片時も目を離さず夢のような時間を過ごしました。
　終了後は、「大樹の団員は技術力が高い。視野を広く持ち、さらに
上を目指して日々の練習に励んでください」と激励の言葉をいただき
ました。大樹町と㈱コンサドーレは、「スポーツ×宇宙のまちづくり」
に関するパートナーシップ協定を締結しているため、今回の訪問が実
現しました。

コンサドーレ選手がやってきた！
華麗な足さばき

　１１月２４日、大樹町防火安全協会「火災予防作品コンクール」の表彰式を行い、入賞者１０人に
賞状と楯を授与しました。最優秀作品は、町内施設に掲示し防火ＰＲに活用します。

ポスターの部 最優秀賞
５年生　井川　桜

はる

さん

標語の部 最優秀賞
３年生　柿本凜

り の ん

音さん

防火意識高め、無火災を願って

気
を
ぬ
か
ず

  

ガ
ス
の
ま
え
か
ら

　
　
　 

は
な
れ
な
い

１０人以上を相手にプロの技が炸裂
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　１１月１９日、認定こども園たいきのおゆうぎ会が開催され
ました。園児たちは、観覧席に向かって手を振る余裕も見せ
ながら、元気よく笑顔で練習の成果を披露しました。
　舞台を見つめる保護者席では、我が子や孫の成長を実感し
涙ぐむ姿も見られました。おゆうぎ会

「おばけポーズ」決まっ
た！ テンポの速い曲に挑戦したね

年長さんはセリフもしっかりおぼえて完璧だったね！

お礼のあいさつも元気よく言えたね

不安と緊張を笑顔に変えて

フォーメンショ
ンもバッチリ！
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「小型充電式電池」は正しく廃棄しましょう
今こそ みんなで　ごみ　について考えよう

　リチウムイオン電池などの「小型充電式電池」は、性能向上や小型化により、モバイルバッテリーや
加熱式たばこなど、幅広い製品に使用されています。
　全国的に、小型充電式電池が「燃やせないごみ」や「資源ごみ」などに混入したことが原因と考えら
れる発火発煙事故が多発しています。
　本体に燃えやすい液体が入っているため、破損・変形すると高温発熱や発火の危険性が高く、ゴミ収
集や処理作業中に、その周りのごみに引火して事故になることがあるので廃棄には注意が必要です。

小型充電式電池って何？
　乾電池など使い捨て電池とは異なり、充電して
繰り返し使える小型で軽量な電池のことです。
　具体的には以下の製品などに使用されています。

リサイクルマークを
　　確認してください

　小型充電式電池は「資源の有効な利用の促進
に関する法律」に基づき、リサイクルの対象と
なっています。
　リサイクルできる物には以下のマークが表示
されています。

【各種リサイクルマーク】
モバイルバッテリー 電動工具

電気シェーバービデオカメラ電動ハブラシ

加熱式タバコ

　リサイクルマークが表示されているものは、一般社団法人ＪＢＲＣの会員企業である町内の家電小売店
で回収していますので、回収対象品目であるか事前にご相談してください。

リサイクルの方法

小型充電式電池の捨て方

デジタルカメラや電動工具など、電池を取り外しできる物は、電池と製品を分別する。
①製品から電池を取り外す

②テープを貼って絶縁する
絶縁していない状態の電極に金属や電池が触れると、ショートする場合が
あり、発火や破裂する危険性があります。電極やリード線を覆うように、
テープなどで絶縁してください。

ほかのごみと混ざらないように袋で分けて、わかりやすいように捨ててください。
③「燃えないごみ（危険ごみ）」として捨てる

絶縁テープを貼る

№７
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T A I K I  P h o t o  G r a p h

　 　

１１/ ７ 学習活動を応援します
　教育委員会が支援する自主学級に「尾田さわ
やか合唱団学級」が新たに始動しました。
　地域文化祭で披露することを当面の目標として、
週１回の全体練習を心待ちにしています。
　代表の田中井冨美子さんは、「お腹から声を
出すと健康になるし、ピアノ演奏に合わせて歌
うことが楽しい」とお話ししていました。
一緒に活動する仲間も随時募集中です！ 

１１/１１　体操で親子の絆も
　子育て支援センターで、楽しい音楽に合わせ
て体を動かす「リトミック」が行われました。
　何度も繰り返し実践することで、音楽能力
を伸ばし、豊かな表現力にもつながるそうです。
　参加者は、講師の松山さんの軽やかなピアノ
演奏と歌に合わせながら、体全体を使って親子
で楽しい時間を過ごしました。

　

１２/ ７　「ウマ過ぎる！」「家でも食べたい」と絶賛
　大樹高校３年生がフードデザイン授業で考案した給食メニューが、小中高校で提供されました。
　試行錯誤して決定したメニューは、「マーボーラーメン」と「大学ジャガイモ」です。
　高校生が数人に分かれて小学校全クラスでメニューの説明を行い、一緒に食べながら交流しました。
質問責めにあいながら緊張気味だった高校生も、「美味しい」と生の感想をもらい自然と笑顔に。
　当初はピリ辛味で試作した栄養満点の野菜たっぷりあんは、低学年でも食べられるように甘め
に改良したそうです。誰にでも美味しく食べてもらえるように、クラス全員で意見を出し合って
決めたメニューは、「思いやり給食」でもあり、素晴らしい学びの機会になったようです。

自分たちで考えたメニューだけど、
やっぱり旨い！

ホールに美しい高音が響いていました

ママと一緒にニコニコ体操
み～かんの花が～♪

　　　　　　咲いている～♪

美味しい給食ありがとう！完食したよ！また来てね！と小学生に囲まれる大人気の高校生
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こちら航空宇宙推進室
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小型超音速飛行実験機「オオワシ２号機」
　の縮小機体を使った実験が行われました！

　１１月２１日から２８日まで、室蘭工業大学航空宇宙機システム研究センターで研究・開発中の小型
超音速飛行実験機「オオワシ２号機」の縮小機体（翼幅０．８ｍ、全長２．４ｍ）を用いた「機体にはた
らく空気力測定実験」が実施されました。

【お問い合わせ】　企画商工課　航空宇宙推進室推進係　電話６‐２１１３

大盛況！
大樹町の未来について考えるワークショップ開催！！
　１１月３０日、ＳＰＡＣＥ ＣＯＴＡＮ株式会社主催で「宇宙のまち大樹町は日本一○○な町！」をテーマ
に町民の皆さまで語り合うワークショップが開催されました。参加者は全部で１８人、１０代から７０
代までの幅広い年齢層から参加がありました。
　最初に町職員から大樹町の宇宙のまちづくりにおける歩みについて、ＳＰＡＣＥ ＣＯＴＡＮ株式会社
中神取締役から宇宙港構想についての説明を行い、その後グループに分かれ、宇宙港の構想が具体化
した未来の大樹町の姿について議論を行いました。
　その際、「商業施設が集積する町になっていたら嬉しい」、「教育面で大樹町でしか経験できないよ
うな学びができる環境が整っていたら良い」などの意見のほか、「人口が増えることは必ずしも良い
ことなのだろうか」といった不安の声もありました。
　現在ＳＰＡＣＥ ＣＯＴＡＮ株式会社は宇宙港構想が進んだまちの将来像を示すグランドデザイン（全体構想）
を策定中で、今回のワークショップで出たさまざまな意見も構想に反映していく予定です。

　本試験はワゴン車の屋根上または前方にオオワシ２号
機縮小機体を設置し、滑走路上を走行して機体にはたら
く空気力の測定を行いました。
　大樹町での実験は２０２３年の実用化を目指した超音速
飛行機「オオワシ」の研究・開発の一環として行われて
おり、将来的に最高速マッハ２で飛行し、災害時の状況
把握や物資輸送などに活躍する予定です。
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今
回
は
「
あ
の
人
の
こ
ん
な
本
」
は
お
休
み

を
し
て
、
年
末
年
始
恒
例
の
お
す
す
め
本
３
冊

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
１
冊
目
は
、
２
０
２
３
年

の
干
支
で
あ
る
卯う

さ
ぎ

に
ち
な
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
絵
本

『
ね
む
ね
む
こ
う
さ
ぎ
』と『
こ
う
さ
ぎ
ぽ
ー
ん
』

で
す
。
絵
を
描
い
た
森
山
標
子
さ
ん
は
、
う
さ

ぎ
が
大
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
赤
ち
ゃ

ん
絵
本
な
が
ら
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
な
い

自
然
な
う
さ
ぎ
の
描
写
が
魅
力
で
す
。
森
山
さ

ん
は
、
う
さ
ぎ
に
ま
つ
わ
る
言
葉
を
た
く
さ
ん

集
め
た
『
う
さ
こ
と
ば
辞
典
』
も
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。
う
さ
ぎ
好
き
な
方
は
注
目
で
す
。

　

２
冊
目
は
、
２
０
２
２
年
に
発
売
さ
れ
た
ば

か
り
の
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
／
鏡
の
国
の

ア
リ
ス
』で
す
。『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』は
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
版
社
か
ら
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
今
を
と
き
め
く
人
気
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
北
澤
平
祐
さ
ん
が
挿
画
と
挿

絵
を
担
当
し
た
一
冊
。ク
ラ
シ
カ
ル
な
装
丁
に
、

少
し
不
思
議
な
世
界
観
の
北
澤
さ
ん
の
イ
ラ
ス

ト
が
ア
リ
ス
の
世
界
観
と
見
事
に
融
合
し
て
い

ま
す
。
年
末
年
始
は
、
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い

る
名
作
を
改
め
て
読
ん
で
み
る
に
ふ
さ
わ
し
い

と
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

最
後
は
、
う
つ
く
し
い
く
ら
し
か
た
研
究
所

が
編
纂
し
た
『
く
ら
し
の
こ
よ
み
』
で
す
。
日

本
で
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
二
十
四
節
気

と
七
十
二
候
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節

に
ち
な
ん
だ
美
し
い
写
真
や
俳
句
、
旬
の
食
べ

も
の
や
行
事
な
ど
の
風
物
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
繊
細
な
四
季
の
移
ろ
い
を
愛
で
る
日
本
人

の
感
性
が
詰
ま
っ
た
一
冊
で
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー

代
わ
り
に
ぜ
ひ
。

長
谷
川
が
選
ぶ
お
正
月
の
お
す
す
め
　  本

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

　
　
長
谷
川 

彩 

の
活
動
報
告
書

ｖｏｌ.26　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
谷
川
で
す
。

年
末
年
始
の
ご
挨
拶
も
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。２
０
２
２
年
は
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？　

昨
年
の
今
頃
は
「
そ
ろ
そ
ろ

マ
ス
ク
が
取
れ
る
の
か
な
」
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
そ

の
と
き
は
や
っ
て
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
と
は
い
え
、
海
外
へ
の
往

来
は
、昨
年
よ
り
も
規
制
が
緩
や
か
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

協
力
隊
を
卒
業
す
る
頃
に
は
、
旅
行
が
て
ら
数
か
月
海
外
に
行
き
た
い
と

夢
想
し
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
の
夢
は
叶
う
の
で
し
ょ
う
か
？　
　

…
そ
う
な
の
で
す
。
１
年
が
経
つ
の
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
、
そ
の

体
感
ス
ピ
ー
ド
は
年
々
早
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
本
当
に
協
力

隊
の
卒
業
後
の
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
、
確
実
に

言
え
る
こ
と
は
「
こ
れ
か
ら
も
北
海
道
に
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
ま
で
海
外
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
住
ん
で
き
た
の
で
す

が
、
こ
ん
な
に
ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
北
海
道
が
初
め
て

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
冬
の
寒
さ
は
厳
し
い
し
、
移
動
が
好
き
な
私
に
雪
は

天
敵
で
す
し
、
世
界
中
の
名
品
が
集
う
美
術
館
や
ど
ん
な
本
で
も
見
つ
か

る
大
型
書
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
う
の
は
、

自
分
が
居
心
地
よ
く
住
め
る
環
境
が
整
っ
て
い
て
、
自
分
を
居
心
地
よ
く

さ
せ
て
く
れ
る
人
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
ゆ
え
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
私

と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
に
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
も
北

海
道
に
根
ざ
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
２
０
２
３
年
も
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

麦田あつこ 文 
森山標子 訳

ブロンズ新社

『不思議の国のアリス／鏡の国のアリス』

ルイス・キャロル 原作
北澤平祐 絵

高杉一郎 翻訳 / 講談社

『くらしのこよみ 七十二の
季節と旬をたのしむ歳時記』

うつくしいくらしかた研究所 編
平凡社

2023 年版！

『ねむねむこうさぎ』

『こうさぎぽーん』
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協力隊
　　牛島の

フィールド 探索

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊「
ア
ウ
ト
ド
ア
で
地
域
活
性
化
」

を
目
指
す
！
牛
島
で
す
。

　

あ
っ
と
言
う
間
に
２
０
２
２
年
も
終

わ
り
、
２
０
２
３
年
の
始
ま
り
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、
早
く
大
人
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
１
年
が
長
く
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
大
人
に
な
る
と
時
間
が
経

つ
の
は
早
く
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
子
ど
も
の
頃
は
初
め
て
経

験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
毎
日
が
新
鮮
で

新
し
い
出
会
い
や
発
見
が
あ
る
の
に
対

し
て
、
大
人
に
な
る
と
日
々
の
生
活
に

新
鮮
さ
が
無
い
と
い
う
こ
と
も
理
由
の

一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　

２
０
２
３
年
は
、
新
た
な
出
会
い
や

発
見
を
求
め
て
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

協
力
隊
の
任
期
は
３
年
で
、
す
で

に
半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
回
は

２
０
２
２
年
の
活
動
報
告
と
２
０
２
３

年
の
目
標
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【2022 年の主な活動報告】
・You Tube 配信
　「＠ TAIKI」の名前で砂金掘りなどの動画をあげています。
・砂金掘り講演会
　7 月に開催した「北海道に今も残る砂金掘り技術とその歴史」
　という講演会を企画しました。
・協力隊 OUTDOOR チーム設立
　忠類・広尾町・浦河町の協力隊と協力し、今後のツアー作成や　
　知識、技術向上のためチームを結成。
・ライセンス「レスキュー 3」取得
　河川での不測事態に対応できるようリバーに特化したレスキュー
　技術を取得。
・ラフトボート &SUP 川下り
　ツアー作成のためラフトボートをレンタルし試験。SUP での試験。

【2023 年の目標】
・協力隊 OUTDOOR チーム連携強化
　大樹町だけでなく他市町村と連携したロングステイを視野に入れ
　たツアーの作成。
・モニターツアー開始
　大樹町の魅力を発信するため、町内外の方にツアーモニタリング
　を実施。

№ 13

2023 年も皆さまにとって良い１年でありますように！！

レスキュー訓練の様子
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
も
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
長
期
化

す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
の
在
り
方
を
変
え
、
社
会
・
経
済
・

農
業
分
野
に
も
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
円
安
の
影
響
に
伴

う
燃
料
や
飼
料
・
肥
料
、
生
産
資
材
高
騰
が
追
い

打
ち
を
か
け
る
中
で
、
農
業
委
員
会
は
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
や
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
な
ど
、
農
地
利
用
最
適
化
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
昨
今
の
国
内
の
農
業
情
勢
は
昨
年

５
月
、
改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
成

立
し
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
「
地
域
計
画
」

と
し
て
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
利
用
の
あ

り
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
が
目
指
す
べ

き
将
来
の
具
体
的
な
農
地
利
用
の
た
め
の
目
標

地
図
の
明
確
化
な
ど
最
適
化
に
向
け
た
積
極
的

な
活
動
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
次
代

を
担
う
農
業
者
の
育
成
や
農
業
技
術
の
継
承
な

ど
地
域
農
業
の
発
展
や
現
下
の
厳
し
い
状
況
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
方
策
な
ど
、
農
業
委
員
会

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
７
月
の
改
選
か
ら
、少
子
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
な
ど
を
考
慮
し
、「
委
員
数
の
縮
減
」

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
農
業
組
織
、
農
業
団
体
、
関

係
機
関
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
、
穏
や
か
な
日
常
や
活
発
な
経
済
活

動
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
今
年
も
豊
穣

の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農業委員会だより
大樹町農業委員会広報委員会第８号

 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　 

　
大
樹
町
農
業
委
員
会

　
　  

　
　
　
会
長
　
穀 

内 

和 

夫

《
大
樹
町
へ
の
予
算
要
求
に
つ
い
て
》

◆
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
な
ら
び
に

　

ハ
ン
タ
ー
育
成
に
つ
い
て

①
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
鳥
獣
保
護
区

　

の
見
直
し
を
図
る
こ
と

②
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
対
す
る
奨
励
金
お
よ

　

び
各
種
講
習
お
よ
び
更
新
費
用
の
助
成

　

な
ど
継
続
的
に
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

《
国
な
ど
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
》

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
た

穀
物
の
需
要
ひ
っ
迫
や
円
安
な
ど
が
重
な

り
、
配
合
飼
料
や
生
産
資
材
、
燃
料
、
肥

料
価
格
等
が
高
騰
を
続
け
、
農
業
経
営
を

さ
ら
に
圧
迫
す
る
危
機
的
状
況
下
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
、
持
続
的
な

酪
農
経
営
が
図
れ
る
よ
う
な
乳
価
や
奨
励

対
策
金
の
価
格
設
定
や
肥
料
コ
ス
ト
上
昇

分
の
支
援
対
策
な
ど
、
畜
産
・
酪
農
・
畑

作
経
営
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
よ
り
一
層

の
支
援
対
策
や
新
年
度
の
農
業
予
算
の
確

保
を
図
る
こ
と
。

令
和
５
年
度
農
業
予
算
確
保
な
ど

町
に
「
要
望
書
」
を
提
出

　
大
樹
町
に
対
し
、
令
和
５
年
度
の
農
業

予
算
確
保
な
ど
に
つ
い
て
８
項
目
、
国
や

関
係
機
関
な
ど
に
対
す
る
要
請
活
動
に
つ

い
て
６
項
目
の
要
望
書
を
酒
森
町
長
に
提

出
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

要
望
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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歴
史
、
発
想
な
ど
を
新
た
に
す
る
こ
と
で
、
町
の
教

育
に
新
た
な
風
が
吹
い
た
「
新
」
の
１
年
で
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
新
年
を
迎
え
、
今
年
は
「
連
」
を
大

事
に
大
樹
町
の
教
育
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
」
で
す
。「
社
会

に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
と
は
、
学
校
の
教
育
課
程

を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
が
社
会
や
世
界
と
つ
な
が
り
、

よ
り
よ
い
社
会
と
幸
福
な
人
生
を
自
ら
創
り
出
し
て

い
け
る
力
を
積
極
的
に
育
も
う
と
す
る
考
え
方
で
あ

り
、
そ
の
実
現
は
地
域
、
社
会
と
の
「
連
携
」
に
支

え
ら
れ
て
初
め
て
成
立
し
ま
す
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
予
防
と
教
育
活
動
の
両

立
を
は
じ
め
、
教
育
課
題
が
山
積
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
保
護
者
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
の
教

育
の
充
実
と
発
展
と
い
う
思
い
を
共
有
し
、
皆
さ
ま

の
力
と
知
恵
を
集
結
し
て
、
着
実
に
前
に
進
む「
連
」

の
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
教
育
委
員
会
の
事
業
推
進

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
大
樹
町
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
も
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、教
育
の
町
大
樹
の
、よ
り
一
層
の
充
実
・

発
展
と
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　たのしく

いきいきしあわせづくり

きらりと光る生涯学習

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
町
の
教
育
の
充

実
・
発
展
の
た
め
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
、師
走
に
今
年
の
世
相
を
表
す
文
字
と
し
て
、

今
年
の
「
漢
字
」
が
選
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
に
な
ら
い
、

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、大
樹
町
の
教
育
は
、「
新
」

と
い
う
文
字
に
象
徴
さ
れ
る
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
感
染
予
防
に
努
め
な
が

ら
も
、「
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
新
た
な
発

想
に
よ
り
、相
馬
市
子
ど
も
親
善
使
節
団
員
の
派
遣
、

体
育
連
盟
主
催
の
町
民
登
山
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

新
春
を
迎
え
て

～
「
新
」
か
ら
「
連
」
へ
～

大
樹
町
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
　
沼 

田 

拓 

己

止
し
て
い
た
事
業
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
で
は
、
大
樹
小
学
校
が
開
校

１２０
周
年
を

迎
え
、新
た
な
歴
史
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
令
和
２

年
度
末
に
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
配
布
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
小
中
学
校
で
は
、
個
別
最
適
な

学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
一
体
化
し
た
新
た
な
授
業

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
樹
中
学
校
で
は
、

音
更
町
共
栄
中
学
校
と
の
連
合
チ
ー
ム
と
し
て
サ
ッ

カ
ー
部
が
、
第
９
回
地
区
カ
ブ
ス
リ
ー
グ
決
勝
大
会

で
全
道
３
位
と
見
事
な
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
生
徒

の
活
躍
と
と
も
に
、
連
合
チ
ー
ム
と
い
う
新
時
代
の

部
活
動
の
在
り
方
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
樹

高
等
学
校
で
は
、
令
和
６
年
度
の
普
通
科
新
学
科
設

置
に
向
け
た
調
査
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ら
な
る

大
樹
高
等
学
校
の
特
色
化
、
魅
力
化
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。

　

社
会
教
育
関
係
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
待
望
の
新

町
民
プ
ー
ル
が
、
来
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
文
化
協
会
が
昨
年

結
成
６０
周
年
を
迎
え
、
過
日
と
か
ち
文
化
の
集
い
を

兼
ね
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
文
化
協
会
も

１００

周
年
に
向
け
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

人
事
的
に
は
、
４
月
に
新
教
育
長
に
私
が
、
１０
月

に
石
倉
静
佳
氏
が
新
教
育
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
す

る
と
も
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
、
ノ
ー
ラ
ン
氏
と
キ
ア

ン
テ
ィ
氏
が
新
た
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
終
息
の
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
の
中
で
し
た
が
、
人
、
組
織
、

生涯学習だより



スポーツ賞・文化賞　被表彰者推薦のお願い

　令和５年３月４日（土）、生涯学習センターコスモスホールで、「令和４年度スポーツ賞・文化賞贈呈式」
を開催します。
　式典では、各種スポーツおよび文化活動の普及・奨励を目的に、令和４年２月１日から令和５年　
１月３１日までの間に顕著な活躍をされた個人および団体を表彰します。
　各賞の応募は、自薦・他薦を問いませんので、被表
彰者にお心当たりのある方は必要書類を添えて、教育
委員会社会教育課までご推薦ください。
※小・中・高等学校・各スポーツおよび文化団体から
　の推薦は、別途とりまとめをしています。

【募 集 締 切】

【お問い合わせ】社会教育課　電話６－２１３３

※選考の結果、該当にならない場合もあり
　ますのでご了承ください。

　令和５年２月１日まで

大樹町教育の日協賛事業

第１１回大樹町小中高吹奏楽合同演奏会 コスモスコンサート

　大樹小中高の吹奏楽部が一堂に会し、「第１１回コスモスコンサート」を開催します。
　学校ごとの単独演奏と小中高の合同演奏を行います。児童、生徒が日頃の練習の成果を存分に発揮
する舞台です。たくさんの方のご来場を心よりお待ちしています。

【日　時】　令和５年１月２８日（土）
　　　　　開場　午後１時　開演　午後１時３０分

【場　所】　大樹町生涯学習センター　コスモスホール
【入場料】　無　料

【スポーツ賞の基準】

功　労　賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 体育連盟および加盟団体の役員として概ね１０年以上

　在任し、スポーツの振興に貢献し、概ね５０歳以上の者

　地域のスポーツの振興ならびにスポーツ少年団・ス

　ポーツクラブの育成および発展、健康な町づくり・

　体力づくり運動などに、概ね１５年にわたり著しく貢

　献し概ね５０歳以上の者

【文化賞の基準】

文　化　賞

　全国規模の大会上位入賞もしくは全道規模の大会最

　高位受賞者

文化功労賞

　文化活動の指導者として振興、発展に功労があった者

文化奨励賞

　十勝規模の大会上位入賞者

ジュニア文化賞　※高校生以下対象

　全国規模の大会入賞、全道および道東規模の大会  

　上位入賞、十勝規模の大会最高位受賞者

ジュニア文化奨励賞　※高校生以下対象

　十勝規模の大会上位入賞者

優秀選手賞 （ジュニアの部 ・ 一般の部）

　十勝大会優勝、全道大会３位以内入賞

　全国大会出場者

　町外のチームに所属または選抜チームとして出場し、

　上記成績を収めた者

奨　励　賞 （ジュニアの部）

　十勝大会３位以内入賞、全道大会６位以内入賞者

特　別　賞

　功労賞、優秀選手賞、奨励賞に該当せず、特別な  

　貢献があったものと認められる者

【出　演】　大樹ジュニアウインドアンサンブル
　　　　　大樹中学校吹奏楽部
　　　　　大樹高等学校吹奏楽部

13 TAIKITAIKI
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世界に広がる 町技ミニバレー 誕生５０年
　昭和４７年に大樹町でミニバレーが誕生し、今年で５０周年を迎えました。
　ミニバレーは、柔らかいボール、簡単なルール、低いネットなど、さまざまな工夫で年齢や性別を越え、
誰でも参加できるスポーツとして、町内はもとより全国、果ては海外にまで広がりを見せています。
　昨今はコロナ禍で大会の中止が相次ぎましたが、１１月には帯広市で「ジャパンカップ」、１２月に
町内で「とかちっこミニバレー大会」が開催され、徐々に盛り上がりを取り戻しています。
　また、２月には町民スポーツ大会も予定しています。皆さまも冬場の運動不足解消のため、参加し
てはいかがでしょうか？
　長きにわたり愛され続けているミニバレーは、次の５０年に向けて歩み始めています。誕生１００周
年に向けてこれからもより一層の普及促進に取り組んでまいりますので、皆さまの変わらぬご愛顧を
よろしくお願いします。

ミ ニ バ レ ー の あ ゆ み
  昭和４７年 当時教育委員会の小島秀俊氏が考案

  昭和４８年 初のミニバレー大会開催
（第２回町民スポーツ大会の競技種目として）

  昭和６０年 大樹町ミニバレー協会設立、第１回協会長杯
（７４チーム３４５名参加）

  昭和６３年
北海道ミニバレー協会設立、
第１回ミニバレージャパンカップ開催

（道内３２市町村９７チーム４７８名参加）
  平成  ３年 全日本ミニバレー協会設立
  平成  ６年 大樹町の「町技」に指定

  平成２４年 ミニバレー誕生４０周年記念式典
（札幌開催、サハリンやモンゴルからも参加）

　教育委員会では、４月から高校・大学・専修学校などへ進学する方に無利息の奨学金を貸し付けします。
■対象者
　町内に住所がある方のお子さんで、次の条件を備える学生
　・高等学校、高等専門学校、短期大学、大学（大学院含む）、専修学校などの学校に入学または在学すること。
　・学業に熱心であること。
　・経済的理由により修学が困難であること。
■募集期間
　令和５年１月４日（水）～２７日（金）
■貸付額
　・高等学校、高等専門学校（１～３学年）→ １か月１万円以内
　・高等専門学校（４～５学年）、短期大学、大学（大学院含む）、専修学校
　　→ １か月３万円以内、入学時は一時金として３０万円以内
■利息と償還期間
　・貸付金の償還は最終の学校を卒業後（途中で退学した場合は退学後）１０年以内です。
　・奨学金は無利息です。

【お申し込み・お問い合わせ】　教育委員会学校教育課管理係　電話６－２１３０
※奨学金に関するご相談は、年度の途中でも承ります。いつでもご相談ください。

奨　学　生　募　集　し　ま　す

令 和 ５ 年 度



15 TAIKI

　「つまみ細工の壁かざり」

    １月６日（金）  午前９時３０分～
　　生涯学習センター　視聴覚室

　定 員　１～３年生　１０名　
 　　　　４～６年生　１０名
  　　　（定員になり次第締め切ります）

【お申し込み】図書館　電話６－３４４５
　　

成
り
行
き
に
ま
か
す
余
生
や
屠と

そ蘇
を
酌く

む   

有
働　

政
子

　

す
こ
や
か
に
九
十
七
歳
明
の
春　
　
　
　
　

喜
多
ち
え
子

　

墨す
み

の
香
の
満
ち
し
部
屋
に
も
初
日
影　
　
　

菊
池　

健
人

　

初
詣
多
く
望
ま
ぬ
願
い
ご
と　
　
　
　
　
　

田
野
ま
も
る

　

一
年
の
計
を
立
て
た
り
明
の
春　
　
　
　
　

常
田　

邦
雄

　

す
こ
や
か
に
目
覚
め
て
初
日
仰
ぎ
け
り　
　

難
波
か
よ
子

　

大
方
は
満
た
さ
れ
て
生
き
初
日
享う

く　
　
　

宮
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松並コース　
１月１８日（水）
■ 認定こども園たいき前 ( 午前１０時３０分～１１時３０分 )

尾田コース　
１月２０日（金）
■ 尾田認定こども園前 ( 午前１０時３０分～１１時３０分 )
■ 大 樹 小 学 校 前 ( 午後 １ 時０５分～ １ 時２０分 )
■ ｹｱｽﾃｰｼｮﾝひかり前 ( 午後 １ 時３０分～ １ 時５５分 )

鏡町コース  
１月２７日（金）

■ 海 洋 セ ン タ ー 前 ( 午前１１時００分～１１時５０分 )
■ 大 樹 中 学 校 前 ( 午後 １ 時００分～ １ 時２０分 )

午前１０時３０分～

生涯学習センター 和室

１月１８日（水）

○乳幼児を対象に手遊びや

絵本の読み聞かせをします。

午前１０時３０分～

生涯学習センター 児童室

１月７日（土）

○絵本の読み聞かせや紙し

ばいをします。

図書館ボランティアどんぐりの会 ※社会情勢により、行事が中止・
　変更になることがあります。

　宗教２世。日本に数百万人規模で存
在する彼らは、特定の宗教を信仰する
家庭で育った子どもたちです。
　本作は７人の宗教２世の人生を描く
コミックエッセイ。一度は抗議を受け
公開停止となるも、出版社を変えて発
表された話題作です。
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令和４年度 １月号

他町のフリ見て我が町直せ！
　11 月 17 日、南十勝社会教育委員研修会兼十勝社会教育委員入門研修が開催され、管内７町村の
関係者が参加しました。情報交流で学びを共有する時間も設けられ、我が町の取組を見つめ直す機
会となりました。今年度から委員となり初参加した原田委員と城石委員の感想をご紹介します。

　今年度から社会教育委員のメンバーになり、初めて研修会に参加しました。
　４つのテーマ設定の下、各町村の取組の共有と意見交換が主であり、それぞれの学びを
自身の町村に持ち帰るような趣旨だったと理解しています。
　町村担当者は、地域に住む目の前にいる人たちが、より良い時間をその地域で過ごせる
かを真剣に考えており、そういった努力が地域の一助になっている部分を肌で感じました。
　一方で、地域・行政・住民というチームで考えた際の物事の動かし方の難しさも強く感
じました。チームの性質上、承認段階の多さで時間がかかったり、体裁を気にしなければ
ならなかったりと、そんな中で、熱量を持った人の熱量が適切に届く頃には、冷めたもの

になりやすいのは、組織構造からも致し方ないと思いつつ、町村組織はそれぞれ顔が見える部分と、現場へ
の感情移入がしやすい距離感があると思います。熱量を持ち続けて、変えるべき部分、変えなくていい部分
をチームで理解しながら前に進み続けたいと思います。
　誰かの顔を想像して「こうなったら喜ぶだろうなぁ」って考えられることって素敵ですよね。
　多くの人が当たり前のようにやっていることだと思います。そんな熱量の芯を大事に、これから一助にな
れたらと思います。

原田裕人委員

社会教育委員だより

　大樹町で仕事を始め、さまざまな自然や文化財など、環境の素晴らしさに感動し、社会
教育委員として活動しています。今回は委員の役割を勉強できる良い機会だったので参加
させていただきました。今回の研修会では、「社会教育委員の役割」「他町村の活動内容」「自
分の町の素晴らしさ」を学びました。
　役割の中に、「自分のまちの社会教育の実情を知り、地域住民と行政との間に立って、住民
の声を行政に反映する」とあり、自分の町の素晴らしさがわかることが大切だと実感しま
した。そのため、自分の町の素晴らしい教育環境を改めて知るために、他町村との交流を
しました。

　情報交流会では青少年教育のグループに参加し、広尾町の取組を教えていただきました。さまざまな取組
の中で大変面白かったのが、海洋博物館を利用しての「謎解き見学」です。博物館の中で謎解きをしながら
展示物を見て回ることで、展示物の価値を町民に広めることができる活動です。大樹町にもたくさんの学習
スポットがあるので、面白そうだと感じました。
　また、交流の中で、大樹町で行っている「110 番の家ウォークラリー」を伝えると、「子どもと 110 番の
家と交流ができ、いざというときに入りやすい」「子どもの体力向上にも大変良い」と好評でした。南十勝には、
運動に力を入れることができる地域性があることも再確認し、南十勝で協力するのも面白いのではないかと
いう話も出ました。
　他町村との話から、大樹町を改めて考えると「日高山脈が美しく見られる」や「高齢者の交流が活発」「社
会教育を一緒に進めるＳＴＥＰが近い」「地域おこし協力隊がいる」など、改めて町の素晴らしさを共有する
ことができました。大樹町には、宇宙など先進的な産業から
農業・漁業・林業・工業・商業と幅広い価値があります。ま
た、手つかずの自然があり、「何もないことの素晴らしさ」
を感じることもできます。小さな子どもから、高齢者まで楽
しみ、安心して暮らせる地盤がある大樹町は、本当に「社会
教育の財産の宝庫」だと改めて考えることができました。今
後は、この価値ある財産をさらに町民の皆さんと共有できる
ような意見を出し、活動を進めていきたいと考えます。

　【教育委員会 社会教育課　電話６－２１３３】

城石博康委員
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確定申告は３月１５日まで
　所得税および復興特別所得税確定申告の相談・申告受付窓口を次のとおり開設します。
　なお、開始日や申告期限間近は、会場が混雑し長時間お待たせすることがあります。事業所得の収
支計算書作成など、時間がかかるものについては、お預かりする場合もありますので、ご了承ください。
　また、確定申告書は国税庁のホームページ「確定申告書等作成コーナー」で作成し、印刷して郵送
や、マイナンバーカードを利用してスマートフォンで行うこともできますのでぜひご利用ください。

申告受付日程（土・日・祝日は閉庁）

期　間 ２月１６日（木）～３月１５日（水）
税金の還付を受けるための申告は、１月２０日（金）から受け付けます。

時　間 午前９時～午後４時
事前に連絡をいただければ時間外でも受け付けます。（住民課税務担当　電話６‐２１１７）

場　所 役場１階　第１会議室
※「利用者識別番号」を発行済みの方は忘れずに申告受付窓口までお持ちください。

【マイナンバーの記載が必要です】
　申告書には、申請する方や扶養親族の方などのマイナンバーを記載していただきます。申告書の添
付書類として、マイナンバーカードまたは通知カードと運転免許証、保険証など、申告者の本人確認
書類の提示、または写しの添付が必要です（控除対象配偶者、扶養親族および事業専従者などの本人
確認書類は不要）。

【確定申告をしなければいけない方】
・事業所得や一時所得、雑所得がある方
・土地や建物や構築物、機械器具などを貸付けたことによって生ずる所得がある方
・土地や建物や金地金、株式などを売却したことによって生ずる所得がある方
・給与所得がある方で、令和４年中の給与の収入金額が２，０００万円を超える方
・１か所から給与を受けていて、給与所得・退職所得以外の所得金額（家賃・原稿料など）の合計額
　が２０万円を超える方
・２か所以上から給与を受けている方で、主たる給与以外の給与の収入金額と給与所得・退職所得以
　外の所得金額の合計額が２０万円を超える方
・公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下であり、その公的年金等に係る雑所得以外の所得
　金額が２０万円を超える方

【確定申告をすることができる方の一例】
◎税金の還付を受けるために確定申告をする方
・給与所得者で、雑損控除や医療費控除、寄付金控除を受けることができる場合
・給与所得者で、年の途中に退職しその後就職をしなかった方、またはパート・アルバイトのために
　年末調整を受けなかった方で、源泉徴収された税額が過納となる場合
・住宅借入金等特別控除の適用を受けることができる場合
◎損失の繰り越しや繰り戻しをするために確定申告をする方

マイナンバーカードを利用したスマホ申告がおススメです
　マイナンバーカードをお持ちの方は、お手持ちのスマートフォンで確定申告することも
できます。利用方法の詳細は国税庁（ｅ－Ｔａｘ）のホームページでご確認ください。

詳細はこちら

　【お問い合わせ】　住民課税務担当　電話６‐２１１７
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軽Ｊ
ジ ェ ン ク ス

ＮＫＳがはじまります！！

　令和５年１月から、軽自動車税に係る新システム（軽ＪＮＫＳ）が導入されます。
　軽自動車の車検時、納税証明書が原則不要になるなど、手続きが便利になります。
＜注意点＞
　二輪・原付・小型特殊については、対象外です。
　２５０cc を超える二輪小型自動車の車検には、従来どおり納税証明書が必要です。
　軽自動車税の納付方法によっては、納付情報が軽ＪＮＫＳに登録されるまで相応の日数を要する場合
があり、車検の日にちが迫っている場合など、お急ぎの際は早めの納税をお願いします。
　納税したにも関わらず軽ＪＮＫＳに納付情報が登録されていない場合など、お困りの際は住民課資産
税係までお問い合わせください。

　【お問い合わせ】　住民課資産税係　電話６‐２１１７

　　令和４年分の確定申告は
　　　　スマホ申告がおすすめ！！

①国税庁ホームページへアクセス　②提出方法を選択　③金額などを入力
　　　　　　④ｅ－Ｔａｘで送信　⑤申告書データを保存

　【お問い合わせ】　帯広税務署　電話０１５５‐２４‐２１６１

５つのステップで手続完結！ 国税庁ＨＰ
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 新型コロナウイルス感染症の影響による減免制度について～

　新型コロナウイルス感染症の影響により世帯の主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った
場合や世帯の主たる生計維持者の収入が１０分の３以上減少した被保険者の方は「保険料減免制度」
を受けられる場合があります。
◆対象者
　以下①、②のいずれかに該当する被保険者
　①北海道後期高齢者医療被保険者で、新型コロナウイルス感染症の影響で世帯の主たる生計維持者
　　が死亡または重篤な傷病を負った方
　②北海道後期高齢者医療被保険者で、新型コロナウイルス感染症の影響で世帯の主たる生計維持者
　　の事業収入などが減少した方
◆減免対象保険料
　①令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの間に普通徴収の納期限が設定されている令和４
　　年度分の保険料
　②令和３年度末に資格を取得したことなどにより令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの
　　間に普通徴収の納期限が設定されている令和３年度分の保険料
◆申請方法
　後期高齢者医療保険料の減免申請を行う場合は、住民課国保年金係へご連絡ください。

【お問い合わせ】北海道後期高齢者医療広域連合　電話０１１‐２９０‐５６０１
　　　　　　　　　　　　　 住民課国保年金係　電話６‐２１１６

国 民 年 金
年金相談・お手続きの際は、予約相談をご利用ください。

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続について、「事前予約」を行っています。

ご予約いただくと・・・
①お客様のご都合にあわせて、スムーズに相談できます！
②相談内容にあった職員が事前に準備のうえ、丁寧に対応します！
予約相談の実施時間帯
○午前８時３０分～午後５時１５分 ( 月～金曜日 )　○午前９時３０分～午後４時 ( 第２土曜日 )
※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日午後７時まで予約相談を実施
※予約相談希望日の１か月前から前日まで受付しています。
用意するもの
基礎年金番号のわかるもの ( 年金手帳や年金証書など ) をご用意ください。
予約専用電話受付
電話０５７０‐０５‐４８９０（月～金曜日の平日　午前８時３０分～午後５時１５分）

　【お問い合わせ】　帯広年金事務所　　電話０１５５‐２５‐８１１３
　　　　　　　　　　　　　　　　　住民課国保年金係　 電話６‐２１１６



お し ら せ

20TAIKI

有　

料　

広　

告

　とかち広域消防局では、十勝管内の災害情報をホームページに掲載し案内しています。
　スマートフォンでＱＲコードを読み取ることにより簡単に確認できます。
　また、令和５年２月１日から音声による災害情報案内の電話番号が変わります。

１．当組合ホームページ災害情報案内ＱＲコード

　　　　　　　　　　　　　　　

　　災害情報案内ホームページＵＲＬ：http://fire‐tokachi.info/　

２．災害情報案内（音声）
　　新電話番号：０１５５‐２２‐２１１９　（旧電話番号：０１８０‐９９‐１１９８）

３．新電話番号運用開始年月日
　　令和５年２月１日（水）　メンテナンス終了後
　　※同日午前９時から旧電話番号と新電話番号の切替作業を実施します。
　　　また、メンテナンス中は災害情報の案内は行っておりません。

【お問い合わせ】
とかち広域消防局　情報指令課　　　　　　　　　　　　　　　大樹消防署警防係
住　所：帯広市西６条南６丁目３番地１　　　　　　　　　　　住　所：大樹町字下大樹２２４番地１
電　話：０１５５‐２６‐９１２７　ＦＡＸ：０１５５‐２２‐９１１９　  電　話：６‐２１９９
メール：call@fire‐tokachi.hokkaido.jp

とかち広域消防局災害情報案内について

災害情報

大樹１１９通信
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　＜晩成温泉＞
　　１月　１日（日）　午前６時から午後５時
　　　※食堂は午前７時から午後５時（ラストオーダー午後４時）
　　１月　２日（月）～９日（月）　通常営業
　　　※食堂は午前１１時から午後８時（ラストオーダー午後７時１５分）
　　　※次ページのカレンダーもご覧ください

晴れていれば温泉につかりながら「初日の出」が望めます。
元日は、みかんと干支せっけんを無料配布します。（なくなり次第終了）

さあ、元日は晩成温泉に行こう

水道を使用している皆さまへのお願い
　限りある水資源を有効活用するため、引き続き節水にご協力ください。
　水道・下水道事業は、使用者皆さまからの料金収入で成り立っていますので、未納のないようお願
いします。
　また、冬期間中は、水道の凍結事故が多発します。凍結を防ぐために水抜き栓（不凍栓）による水
抜きをすることが重要です。

「スカイネットＶ」の運用が終了します！
　４月から町内全域で光回線が供用開始になりましたので、郊外でご利用されていたオーレンスの

「スカイネットＶ」は、令和５年３月末で運用を終了します。
　まだ手続きがお済みでない方は、お早めに光回線へ切り替えてください。
　また、現在、オーレンスのスカイネットＶをご利用の方で、ご自身でアンテナを撤去される方は、
役場企画商工課へご持参ください。電気設備会社で撤去される場合（有料）やオーレンス光に移行さ
れる方は、電気設備会社がまとめて役場に届けることになっています。

　【お問い合わせ】　企画商工課広報統計係　電話６‐２１１４

高速無線通信サービス

有　

料　

広　

告
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施 設 名 仕 事 納 め 仕 事 始 め

役　場・らいふ
生涯学習センター

 １２月２８日 （水） 午後５時１５分まで １月４日 （水）   

町立病院  １２月２８日 （水） 午後４時３０分まで外来診察受付
 ※緊急の患者さんは救急外来で診察します １月４日 （水）   

図 書 館  １２月２８日 （水） 午後１時まで １月４日 （水）  

海洋センター・武道館
健康増進センター

 １２月２８日 （水） 午後５時１５分まで １月４日 （水）   

福祉センター  １２月２８日 （水） 午後５時１５分まで １月４日 （水）   

公 衆 浴 場  １２月２８日 （水） まで  １月４日 （水）

地場産品研究センター  １２月２８日 （水）  まで １月４日 （水）   

晩 成 温 泉
7‐8161

 １２月２８日 （水） まで
※コテージ・宿泊施設は晩成温泉へ問い合わせください

１月１日 （日）  
 １２月２９日（木）  ～３１日（土）休館
 　１月　１日（日）午前６時～午後５時まで営業
　　　　　　　※食堂は午前７時～午後５時 / ラストオーダー午後４時
　 １月　２日（月）～　９日（月）通常営業　※ １月５日は定期バス運行
　 １月１０日（火）～１２日（木）休館
 ※毎週火曜日定休日

し尿収集
※右記事業者

へ申込

大樹清掃社
6‐2444

 １２月２３日（金）まで受付 １月６日 （金）  
エスクリーン

9‐6330

ごみ収集
市街地  １２月２８日（水）午前８時３０分まで搬出 １月４日 （水）  

郡　部  １２月２８日（水）午前８時３０分まで搬出 １月４日 （水）  

ごみ焼却（衛生センター）  １２月２８日（水）正午まで受入れ １月４日 （水）  

町有施設・年末年始の利用時間
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町立病院　１月の夜間診療

　日中、受診できない場合は夜間診療をご利用ください。
通常の外来診療と同様に、血液検査やレントゲン検査な
どの体制も整えています。
　なお、風邪症状のある場合は、受診できません。通常
の診療時間内にお電話ください。

●受付時間　午後５時～６時
●薬の処方　院外の調剤薬局となります。

　【お問い合わせ】　町立病院事務局　電話６‐３１１１
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21 ◯土

22 ◯日

23 ◯月

24 ◯火
むし歯予防教室（10：00～）　ら

健康マージャン教室（13：30～）　福

25 ◯水

ふまねっとクラブ※（10：00～）　福

消費生活相談（12：00～）　役

母親学級（13：20～）　ら

子ども未来塾（14：30～）　学

26 ◯木
フッ素塗布（10：00～/13：00～）　ら

すっきりエクササイズ（14：00～）　福

27 ◯金

音楽体操教室※（10：00～）　福

ことぶき大学開講日（10：00～）　学

育児座談会（13：30～）　ら

パパママ学級（19：00～）　ら

28 ◯土 コスモスコンサート（13：00～）　学

29 ◯日
あつまれ！大樹っ子！！
　　　　　恵方巻きづくり（10：00～）　高

30 ◯月

31 ◯火

１歳６か月児・3歳児健診 (12：30～)　ら

妊婦歯科健診（13：20～）　ら

認知症あいじゅカフェ（13：30～）　ら

町税・各種使用料「夜間収納窓口」（17：15～）　役

ホームページアドレス　https：//www.town.taiki.hokkaido.jp/
メ ー ル ア ド レ ス　mailmaster＠town.taiki.hokkaido.jp

総人口 5,437人（＋4）／男 2,734人（±0）／女 2,703人（＋4）／世帯数 2,790戸（＋3）　　11月30日現在／（　）内前月比

役＝役場　学＝生涯学習センター　図＝図書館

ら＝らいふ　経＝経済センター　福＝福祉センター　

中ス＝中央運動公園スケートリンク　高＝大樹高校
※＝少人数で実施

 １月 カレンダー
１ ◯日

元日
晩成温泉　元日営業（6：00～17：00）

２ ◯月 振替休日

3 ◯火 ちびっこスケート教室～5日（10：00～）　中ス

４ ◯水 役場仕事始め

５ ◯木
町民スケート大会（13：00～）　中ス

すっきりエクササイズ（14：00～）　福

いいサイズクラブ（19：00～）　福

６ ◯金
冬休み工作ひろば（9：30～）　学

音楽体操教室※（10：00～）　福

レクレーション吹き矢 (13：30～)　福

７ ◯土 土曜おはなし会（10：30～）　図

８ ◯日 大樹町はたちの集い（14：00～）　学

９ ◯月

成人の日
全十勝スピードスケート選手権大会
全十勝ジュニアスピードスケート
　　　　　　　　選手権大会（8：00～）　中ス

10 ◯火 健康マージャン教室（13：30～）　福

11 ◯水
ふまねっとクラブ※（10：00～）　福

消費生活相談（12：00～）　役

12 ◯木
すっきりエクササイズ（14：00～）　福

いいサイズクラブ（19：00～）　福

13 ◯金
音楽体操教室※（10：00～）　福

ことぶき大学世代間交流（10：00～）　学

14 ◯土 親子陶芸教室（10：00～）　学

15 ◯日

16 ◯月

17 ◯火

18 ◯水

ふまねっとクラブ※（10：00～）　福

こあらの会（10：30～）　図

消費生活相談（12：00～）　役

運転免許証更新時講習会
（優良13：30～/ 一般14：15～）　経

19 ◯木
離乳食とお口の発達相談（10：00～）　ら

すっきりエクササイズ（14：00～）　福

いいサイズクラブ（19：00～）　福

20 ◯金
音楽体操教室※（10：00～）　福

１歳児相談（10：00～）　ら

レクレーション吹き矢 (13：30～)　福
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３
年
ぶ
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に
町
民
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表
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座
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